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甘草 (Glycyrrhizae Radix , Licorice-Root) の修治における化学過程の解析を目的として研究に着手した。この研
究を進めるためには，まず，各種甘草の含有成分を詳細に検討しておくことが必要であるO





産 G. uralensis から新規サポニン 10種 licorice-saponin A3 , B2 , C2 , D3 , E2 , F3 , G2 , H2 , J2 , K2 を単離，構造決定し，
新弱地区産 G. inflatα から 2 種の新規サボニン araboglycyrrhizin ， apioglycyrrhizin を，新彊地区産 G. uralensis か
ら licorice-saponin L3 を単離し，それらの化学構造を明らかにした。
著者は，これらの研究の一環として，まず中国新彊地区産甘草のフラボノイド成分についての精査を行なったo
G.glαbra からは，既知フラボノイド配糖体 6 種，既知フラボノイド 11種を単離同定するとともに，主力ルコン配糖
体 isoliquiritin apioside (1)の化学構造が， licuraside (2) の糖鎖位置異性体であることを証明し， 5 種の新規成
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また， G. inflα川〉ら既知フラボイド配糖体 3 種，既知フラボイド 11種の他に lふ l
新規フ。レニルカルコン isolicochalcone A (8) を単離し，その化学構造を決定
し fこO isolicochalcone A (8) 
さらに著者は，新彊地区産で，一般に中国では薬用の甘草としては用いられていない G.ω:pera (中国名:粗毛甘
草)の含有成分についても精査し，既知フラボノイド配糖体 3 種，既知フラボノイド 7 種の他に， 2 種の新規フラボ
ノイド配糖体 glucoisoliquiritin apioside (9) , 7-0-apioglucosyl-7 ,4'-dihydroxyflavone (10) および 3 種の新規フ










の方法により，先に成分研究を行なった 5 種の中国産甘草(東北地区産 G. uralensis および新彊地区産 G. uralensis , 
G. glabra, G. inflatα， G.αsperα) と 3 種の市販甘草(大阪市場品:西北甘草，ロシア産甘草，アフガニスタン産
甘草)について，フラボノイド成分およびフラボノイド配糖体成分について一斉定量分析し基原植物あるいは各産
地別に，甘草含有成分の組成，含量に顕著な差が認められることを明らかにした。
最後に著者は，甘草の「修治」における化学過程を解析する目的で， I皮去り甘草」と「笑甘草」について，含有成
分の変動について検討した。すなわち，日本のみで良く用いられている周皮部が除かれた「皮去り甘草」について，
同一の甘草から調製した周皮部が残されたままの甘草と「皮去り甘草」のサポニン，フラボノイドおよびフラボノイ
ド配糖体成分を一斉定量分析し，フラボノイド成分は周皮部に局在していることを明らかにした。さらに，漢方処方
において甘草と明確に区別されて配剤される「笑甘草」の中で「空亥甘草」とも呼ばれ，何も添加することなく加熱
処理して調製される修治甘草の含有成分の変動について精査し，主サポニン glycyrrhizin やフラボノイド配糖体成分
の糖鎖が，加熱処理によって一部あるいは全てが加水分解されることを見出だし，甘草修治の意義について，化学成
分の観点から有用な知見を得た。
論文審査の結果の要旨
漢方方剤に処方される生薬は，あらかじめ「修治」されて用いられる場合が多い。この「修治」の過程で，生薬の
含有成分は基原値物の成分に比較して化学変化をうけていることが充分考えられ，その解析は「修治」の意義を科学
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的に裏付けるために極めて一重要である。
本論文では， [1 本において最も多用されている生薬の甘草について，基原植物の明確な種類を素材として，まずそ
のフラボノイド成分を精査し，これまでサポニン成分の精査結果とを合わせて 甘草の修治における含む成分の変動
を解析し甘草の修治の意義に関する重要な知見を得ている。さらにこの分析の手法は甘草の品質評価にも極めて有
用である。
以上の成果は，博士(薬学)の学位論文として充分価値あるものと認められる。
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